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子
ど
も
達
が　
　
　

飽
き
な
い
様
に
工
夫

Q
献
立
の
作
成
に
つ
い
て
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

A
子
ど
も
達
の
好
き
な
献
立
は
も
ち

ろ
ん
、
子
ど
も
が
得
意
で
な
い
和
食
の

献
立
や
、
お
家
で
あ
ま
り
食
べ
な
い
だ

ろ
う
な
っ
て
い
う
よ
う
な
献
立
も
敢
え

て
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
効
率
や
衛
生
面
、
こ
う
し
た
ら

ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
も
食
べ
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
な
ど
も
考
慮
し
、
献
立

を
決
定
し
ま
す
。

Q
肉
が
多
い
？　

魚
が
多
い
？

A
メ
イ
ン
の
魚
と
肉
が
同
じ
く
ら
い

の
回
数
に
な
る
よ
う
に
、
子
ど
も
が
飽

き
な
い
様
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
メ
イ
ン
を
肉
に
し
た
ら
、
副

菜
に
ツ
ナ
と
か
、
ち
ょ
っ
と
魚
を
い
れ

学
校
給
食
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
で
子
ど
も
の
健
康

な
成
長
を
支
え
、
食
に
関
す
る
正

し
い
知
識
や
習
慣
を
身
に
つ
け
る

「
食
育
」
の
場
で
す
。

　

町
で
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
と
、

子
ど
も
の
成
長
を
町
全
体
で
支
え

る
た
め
と
し
て
、
令
和
６
年
９
月

か
ら
学
校
給
食
を
完
全
無
償
化
と

し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
、

町
内
の
小
・
中
学
校
お
よ
び
志
賀

高
等
学
校
に
、
約
１
１
５
０
食
の

給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
や
生
徒
が
安
心
し
て
給
食

を
楽
し
め
る
よ
う
、
毎
日
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
共
同
調
理
場
の
栄
養
士
、

調
理
員
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
何
で
す
か
。

A
子
ど
も
達
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
月

一
回
で
出
し
て
い
る
カ
レ
ー
で
す
ね
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
給
食
で
上
が
っ
て
く
る

の
は
、
小
学
校
・
中
学
校
で
も
鶏
肉
の

か
ら
揚
げ
と
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
で
す
。
カ

レ
ー
は
ど
の
市
町
で
も
、ず
っ
と
人
気
、

先
生
に
も
人
気
で
す
ね
。

突撃突撃

インタビューインタビュー

１
番
人
気
は

や
っ
ぱ
り
、
カ
レ
ー
！

「食べて、元気に！」「食べて、元気に！」
美味しい給食が出来上がっているので、
食べて元気な体で楽しい学校生活をお
くってほしいなと思います。

刀祢 栄養教諭 舘島 栄養士

学
校
給
食
共
同
調
理
場
で

学
校
給
食
共
同
調
理
場
で

　
　
　

　
　
　

 

お
聞
き
し
ま
し
た
！

お
聞
き
し
ま
し
た
！

て
み
た
り
と
か
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
期
の
子
ど
も
達
に
は
、
魚
の
方

が
、
良
質
な
栄
養
価
が
取
れ
る
と
思
い

ま
す
。
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食
材
の
洗
浄
や　

加
熱
処
理
を
徹
底

Q
調
理
す
る
上
で
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
な
ん
で
す
か
。

A
異
物
や
汚
れ
に
は
特
に
気
を
付
け

て
、
野
菜
は
洗
浄
を
徹
底
し
て
や
っ
た

り
、
洗
う
場
所
も
決
め
た
り
と
か
、
常

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

野
菜
も
ほ
ぼ
加
熱
し
て
い
て
、
種
類

や
量
、
切
り
方
で
、
加
熱
時
間
や
温
度

を
変
え
て
い
ま
す
。

な
る
べ
く
高
い
温
度
で
殺
菌
し
、
素

早
く
冷
却
す
る
こ
と
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

を
出
す
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要

Q
限
ら
れ
た
時
間
で
ミ
ス
な
く
行
う

こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

A
１
か
月
の
献
立
が
決
ま
っ
た
ら
４

組
に
分
か
れ
て
、
そ
の
中
で
話
し
合
い

な
が
ら
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。
作
る

人
と
順
序
を
決
め
て
、
問
題
が
あ
れ
ば

班
の
中
で
共
有
し
な
が
ら
解
決
し
、
毎

日
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

調
理
場
の
ス
ペ
ー
ス
も
限
ら
れ
て
い

子
ど
も
達
に
届
く
ま
で
心
配

Q
ほ
か
に
も
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

A
出
来
上
が
っ
て
か
ら
バ
ッ
ト
の
中

に
収
め
る
作
業
で
は
、
下
の
段
が
潰
れ

な
い
よ
う
に
と
か
、
一
つ
の
バ
ッ
ト
が

重
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
二
つ
に
分

け
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

学
校
で
上
手
に
配
膳
し
て
く
れ
て
い

る
か
な
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
立
派
な
メ
ニ
ュ
ー
で
も
口
に

入
ら
な
か
っ
た
ら
意
味
が
な
い

Q
子
ど
も
達
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

A
子
ど
も
達
と
声
を
交
わ
す
こ
と
が

な
か
な
か
な
い
の
で
、（
残
飯
・
食
器

な
ど
）
帰
っ
て
く
る
も
の
が
す
べ
て
の

答
え
に
な
り
ま
す
。そ
の
様
子
を
見
て
、

日
々
反
省
し
て
い
ま
す
。

今
一
番
必
要
な
栄
養
を
、
最
も
計
算

し
て
提
供
し
て
い
る
の
で
、
と
に
か
く

ひ
と
口
食
べ
て
ほ
し
い
、
そ
の
思
い
で

い
つ
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
子
ど
も
達
に
当
た
り
前

に
届
け
ら
れ
て
い
る
給
食
で
す

が
、
そ
の
裏
に
は
調
理
場
に
関

わ
る
皆
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
努

力
が
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心

な
食
事
を
守
る
た

め
に
尽
力
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
コ
ン
パ

ク
ト
に
抑
え
つ
つ
、
作
業
動
線
が
う
ま

く
流
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
な
ど

も
話
し
合
い
ま
す
。　

　

特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
人
の
命
に

関
わ
る
も
の
な
の
で
、
と
て
も
神
経
を

使
い
ま
す
。

広報特別委員会から
　

取
材
日
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、

デ
ミ
グ
ラ
ス
ハ
ン
バ
ー
グ
、キ
ャ

ベ
ツ
の
マ
ヨ
サ
ラ
ダ
、
野
菜
と

ベ
ー
コ
ン
の
ス
ー
プ
で
し
た
。

　観覧室を兼ね備えている調理場なの
で、いつでも先生や友達と給食を作って
いるところを見に来てほしいです。

鯰田さん　 藤井さん

調理場に見に来て調理場に見に来て

てきぱきと調理が進んでいくてきぱきと調理が進んでいく
私達が

作っています！



令和６年度各会計別決算状況令和６年度各会計別決算状況
会　計　名 歳 入 額 歳 出 額 差引残額

一 般 会 計 318億 3603万円 289億 7238万円 28億 6365万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 26億 2913万円 26億 2564万円 349万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億 7275万円 3億 7273万円 2万円
介 護 保 険 ３2億 8259万円 32億 7469万円 790万円
診 療 所 事 業 1億 7939万円 1億 7939万円 0円
水　道（収益的収支） ９億7893万円 5億 8805万円 3億 9088万円
水　道（資本的収支） １億9248万円 3億 4514万円 △ 1億 5266万円
下水道（収益的収支） 10億 5907万円 10億 2022万円 3885万円
下水道（資本的収支） 12億　330万円 17億 8661万円 △ 5億 8331万円
病　院（収益的収支） 10億 5513万円 13億 1555万円 △ 2億 6042万円
病　院（資本的収支） 2億 3655万円 4億 3878万円 △ 2億 223万円

　９月定例会は、９月2日から９月19日まで18日間の会
期で開かれ、令和７年度の補正予算、条例制定及び改正
に係る議案が11件、工事請負契約の一部変更に係る議
決の一部変更の議案が１件、財産の取得及び処分に係る
議案が２件、令和６年度の各会計決算に係る認定が8件、
教育委員会の人事案件に係る同意2件、請願３件を審議
しました。

※議決結果は７・８ページ参照

収益的収支：一事業年度の企業の経営活動に伴って発生する全ての収益と費用。
資本的収支：建物・施設の建設といった支出の効果が次年度以降に及ぶものや企業債の元金償還
　　　　　　などの費用と、その財源となる収入。 

※グラフや表の数字は四捨五入により
　額が一致しないことがあります。

提案理由説明は
コチラから➡

子育て支援を全力 でで進めた１年進めた１年

自主財源：町税など町で集めたお金
依存財源：国や県の基準に基づき交付されたり、
　　　　　割り当てられたりするお金

保育料を無償化保育料を無償化

町負担額
1135万円

学校給食を無償化学校給食を無償化

給食賄材料費
7161万円

出産おめでとう祝金（15万円／人）　 660万円
18歳までの子どもの医療費を助成　4129万円
教材等の購入（小学校）　　　　　　 1162万円
　　　　　　（中学校）　　　　　　  760万円
通学定期代金を補助（志賀中）　　　  949万円

子育て
支援

(R6.9～ R7.3)
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　従来からの課題でもある定住人口や交流人口の拡大に向けた取組、関係人口の拡大を含めた
地域の活性化による地方創生の取組について、震災にかかる復旧・復興と併せて取り組み、さ
らに、多発する自然災害に備えた防災対策など重要課題にも対応しながら、健全な財政運営に
努められたい。

代表監査委員　山本　惠三　　　監査委員　林　　一夫

子育て支援子育て支援を全力全力 で進めた１年復旧・復興復旧・復興令和６年
度

令和６年
度

決算を認
定

決算を認
定

地域のコミュニティを支援　4523万円

町復興計画を策定　　　　　1078万円

企業及び個人事業主の事業継続を支援
（支給件数：603件）　　　8920万円

復旧・
復興

災害廃棄物を処理災害廃棄物を処理

被災した住家への助成被災した住家への助成

処理委託料
109億3855万円

住宅緊急修理・住宅
応急修理工事請負費
６億6206万円

被災者の見守りと被災者の見守りと
相談支援相談支援

地域支え合いセンター
業務委託料2674万円

重要課題に対応しながら健全な財政運営を　　
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＜一般会計 主な補正理由＞

（歳入）
・国庫補助金、県復興基金交付
金の増額

（歳出）
・定期人事異動による職員給与
費の減額　
・災害等廃棄物処理に係る経費、
住まい再建支援金の追加
・前年度決算に係る法定の財政
調整基金積立金等の増額

令和７年度補正予算令和７年度補正予算をを可決可決
会　計　名 補 正 額 予 算 額

一般会計 ( 第３号 ) １３２億２４０９万円 ５２９億５２７１万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ７００万円 ２５億３８０３万円

後期高齢者医療 ７５万円 ４億６７８６万円

介 護 保 険 ５６７万円 ３１億３９８２万円

水道
収益的支出 ５８万円 ６億　６９２万円

資本的支出 １３万円 １８億９５３４万円

下水道
収益的支出 ９４万円 １１億４５４５万円

資本的支出 ３７万円 ３８億４４５９万円

■住家の被害　「半壊」以上の世帯
再建方法 対象世帯 支給額 上限額

建設・
購入

費用が
500万円以上

費用の10％
（12.5％）

200万円
（250万円）

補修 費用が
300万円以上

費用の10％
（12.5％）

100万円
（125万円）

※（　）内は子育て世帯の場合

■住家の被害　「準半壊」「一部損壊」の世帯
被害の程度 支給額（世帯当たり）
準半壊 一律10万円

一部損壊 一律５万円

９ 月 定例会
自
宅
再
建
を
後
押
し

自
宅
再
建
を
後
押
し

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

住
ま
い
再
建
支
援
金

多
目
的
広
場
整
備
工
事

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
自
宅

に
半
壊
以
上
の
被
害
を
被
っ
た
世
帯
が
、

新
た
に
町
内
で
自
宅
を
建
設
・
購
入
す
る

場
合
又
は
自
宅
を
補
修
し
て
住
み
続
け
る

場
合
、
住
ま
い
再
建
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
支
援
。

　

ま
た
、「
準
半
壊
」「
一
部
損
壊
」
の
判

定
を
受
け
た
世
帯
に
も
一
定
額
を
支
援
。

予算額
４億３８７３万円

　

富
来
領
家
町
地
内
の
調
整
池
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
と

夜
間
照
明
を
整
備
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で

き
る
よ
う
計
画
。

　

完
成
は
、
令
和
８
年
春
を
予
定
。

予算額
１億８５００万円

(完成予想図 )

　
　

議
員
か
ら

・
住
民
に
対
し
、
わ
か

り
や
す
く
、
丁
寧
な

説
明
を
求
め
る
。

　
　

議
員
か
ら

・
調
整
池
と
し
て
の
本
来
の
機

能
を
確
保
し
て
工
事
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
地
域
振
興
の
た
め
に
、
宝
の

持
ち
腐
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

な
仕
掛
け
が
必
要
。
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議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
６ 専決処分の報告（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定） 報告のみ

承認
30～ 34 専決処分の報告（工事請負契約の締結）… 災害復旧工事に係る請負契約 承認

賛11　反０

議案
55

令和７年度一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算補正額：４億6490万円　歳入歳出予算額：397億2862万円

可決
賛11　反０

議案
56

工事請負契約の締結「町道第6089号栢木大福寺線道路災害復旧工事」… 災害復旧工事
を行うにあたり、石田工業株式会社　代表取締役　源代 治　と１億5697万円で締結

可決
賛11　反０

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果
議案
57 令和７年度一般会計補正予算（第３号）… ６ページ参照 可決

賛11　反０

議案
58～ 62

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）～令和７年度下水道事業会計補
正予算（第１号）… ６ページ参照

可決
賛11　反０

議案
63

携帯電話等エリア整備事業分担金及び使用料徴収条例… 町が行う携帯電話等エリア整備事
業に要する費用に充てるため、徴収する分担金及び使用料の徴収に関し必要な事項を定める。

可決
賛11　反０

議案
64～ 66

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例～町職員
等の旅費に関する条例の一部を改正する条例… 所要の改正。

可決
賛11　反０

議案
67

「専決処分の承認（工事請負契約の一部変更）」の議決の一部変更… 町道今田西谷内線道路
災害復旧工事の舗装復旧面積の増工。

可決
賛11　反０

議案
68

財産の処分「能登中核工業団地内の工場用地」… 工場用地を売却　
所在地：若葉台40番4　地目及び地積：雑種地、7472㎡　処分金額：39,153,280円
相手方：日高機械エンジニアリング株式会社　代表取締役　日高 明広

可決
賛11　反０

認定
１ 令和６年度一般会計歳入歳出決算認定… ４・５ページ参照 認定

賛10　反１

認定
２～８

令和６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定～令和６年度町立富来病院事業会
計決算認定… ４ページ参照

認定
賛11　反０

請願
４

「消費税率５％以下への引き下げとインボイス制度の廃止を求める意見書」を政府に送
付することを求める請願書…長引く物価高が国民生活を直撃し、食費や光熱費など節約の余地
が尽き、小規模事業者の倒産も増えている。税制の不公平（大企業・富裕層優遇）を正せば消費税を廃
止できるとの試算があり、消費税を引き下げ・単一税率化・廃止すればインボイス制度も不要になる。
提出者：石川県商工団体連合会　宮田 保廣　 紹介議員：中谷 松助

不採択
賛２　反９

請願
５

OTC類似薬の保険適用除外に反対する意見書の提出を求める請願書… OTC類似薬が保
険適用から外された場合、患者は経済的負担から受診を控えるようになり、自己判断による市販薬使
用が増加、病気の早期発見・早期治療の機会が失われ、病状が悪化・重症化したりするケースが増加
すると考えられる。　
提出者：石川県社会保障推進協議会　代表委員　松浦 健伸　 紹介議員：中谷 松助

不採択
賛１　反10

請願
６

能登半島地震被災者の医療費の一部負担金免除の再開のための財政支援を求める「意
見書」の提出を求める請願… 国民健康保険および後期高齢者医療制度において、令和６年能登半
島地震の被災者に対する医療費の一部負担金の免除を再開させるため、国や石川県からのさらなる財
政支援を求める。
提出者：石川県保険医協会　会長　三宅　靖　 紹介議員：林　一夫　

継続審査

回回

月月

２２

９９

臨臨

定定

時時

例例 会会

会会
※議長は採決に加わりません。

議議決決結結果果
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議案に
対する討論

討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べて他の議員に賛同を求めるものです。　

↑討論・採決の
映像はコチラから

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果
議案
69 令和７年度一般会計補正予算（第４号）… 債務負担行為の補正 可決

賛11　反０

議案
70

財産の取得「買取型復興公営住宅整備事業用地」… 買取型復興公営住宅を整備するための事業用地を取得。
所在地：富来領家町甲66番1　外10筆　地目及び地籍：畑、7845㎡　取得金額：26,120,000円
相手方：富来領家町甲の91番地　角谷 雅彦　外９名

可決
賛11　反０

同意
２・３

教育委員会教育の任命… 教育委員の任期満了により、高橋淳子氏（再任）、尾田喜久男氏（再任）を
任命するため議会の同意を求めるもの。　

同意
賛11　反０

発委
２

町議会会議規則の一部を改正する規則… 本会議及び委員会において、情報通信端末機器を使
用することができるよう、所要の改正。

可決
賛11　反０

選挙
1

選挙管理委員会委員の選挙… 任期満了により、選挙。
山本政直氏（給分）、堤谷一博氏（大笹）、岡田信尚氏（福井）、松村俊昭氏（富来領家町）　※いずれも、再任

当選
賛11　反０

選挙
2

選挙管理委員会委員補充員の選挙… 任期満了により、選挙。
岡田政行氏（福井）、茶畑勝昭氏（里本江）、岩田義親氏（西山台）、大崎祥司氏（高浜町）　※いずれも、新任

当選
賛11　反０

※議長は採決に加わりません。

反対
賛成

請願第５号　ＯＴＣ類似薬の保険適用除外に反対する意見書の提出を求める請願書

「患者に重大な不利益」 　中谷松助 議員 「医療費削減に向けた取組が重要視」
 　                                     南 正紀 議員

　公的医療給付費は抑制されるかも
しれないが、自己負担が増加するだ
け。
　慢性疾患を抱える患者にとって
は、医療アクセスの障壁となり、医
療の公平性を損なうことになる。

　軽症の患者が受診を控えることや
コンビニ受診、はしご受診の抑制が
図られることで、より重症な疾患を
抱える患者や専門性の高い医療に対
し、限られた医療資源を投じること
が期待される。

認定第１号　令和６年度一般会計歳入歳出決算認定

「容認できない」 　中谷松助 議員

　震災後、原発そのものが大きく問われている下
で任意の、事実上の原発推進団体への補助金交付
と、テスト漬けになっていると思われる小中学生
への学力調査、外部委託料の支出は容認できない。

請願第４号　消費税率５パーセント以下への引下げ
とインボイス制度の廃止を求める意見書を政府に送
付することを求める請願書

「国民負担は増えるばかり」中谷松助 議員

　政府は社会保障のためと繰り返し説明しながら税率
を引上げてきたが、実際は、医療、介護、年金、教育
のどれをとっても、国民負担は増えるばかり。消費税
を引下げて、単一税率にするか、廃止すればインボイ
スも必要なくなる。

賛
成

反
対

賛
成

反
対

〈賛否が分かれた議案〉
議案番号 小林 梢 表谷 中谷 福田 南 寺井 堂下 越後 冨澤 櫻井 林

認定第1号 ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第4号 × × × ○ － × × ○ × × × ×

請願第5号 × × × ○ － × × × × × × ×

○は賛成、×は反対

●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●•●

議議決決結結果果
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一般質問

【一般質問とは】
　議員が町政一般について、報告や説明
を求め、質問することをいいます。
　１人あたりの持ち時間は答弁を含めて
概ね40分です。町政を問う！

（10ページ）

（11ページ）

（12ページ）

（13ページ）

（14ページ）

（15ページ）

１　町長のエネルギー政策についての考えを問う
２　多目的広場について
３　山森副町長の着任に際しての抱負を問う

１　全国大会に出場する際の補助制度について
２　防災や避難に対する見直しについて　

１　石川北部 RDF広域処理組合施設の解体処理、組合解散後の処理について
２　志賀町全域にわたる「挨拶奨励運動」を展開せよ
３　いどばたトークの評価を問う

１　準半壊住宅自費解体に補助を
２　被災者医療介護費免除特例の復活を求めよ
３　学校プールに日よけ屋根の設置を
４　保育園主食ご飯の持参解消を
５　西山Ｐ内特急バス停留所の整備を求めよ
６　気候変動対策にもなる志賀原発廃炉を求めよ
７　新型コロナワクチン定期接種料金値上げの中止を

１　長期化する地震対応における職員へのきめ細かなメンタルヘルスケアの
　　対応を聞く
２　本町の地震検証報告を聞く 
３　原子力防災について聞く

１　復興に向けた交流人口・関係人口の創出と推進体制について
２　町民サービス向上に向けた支援制度の“わかりやすさ”と“丁寧さ”へ
　　の改善について

南　　正紀　議員

小林　克嘉　議員

林　　一夫　議員

中谷　松助　議員

堂下　健一　議員

梢　　正美　議員

一
般
質
問
を
終
え

て
の
議
員
の
感
想

で
す
。　

議
ひ員
との
こ
と

６６氏氏がが登壇登壇

ぎかいのひろば №80
令和７年10月24日発行9



一般質問

南
みなみ

　　正
まさのり

紀　議員

南
　

今
回
整
備
さ
れ
る
多
目
的
広
場

の
複
合
施
設
と
し
て
の
周
辺
整
備

と
、
利
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
企

画
を
聞
く
。

　

富
来
地
域
の
観
光
と
合
わ
せ
た

交
流
人
口
獲
得
に
有
効
活
用
が
必

須
と
考
え
る
が
、
将
来
計
画
を
聞

く
。

商
工
観
光
課
長

震
災
復
興
の
創
造
的
復
興
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
多
目

的
広
場
を
含
む
周
辺
を
一
体
化
し

た
観
光
・
体
験
・
交
流
ゾ
ー
ン
へ

再
整
備
す
る
。

　

多
目
的
広
場
は
来
春
の
完
成
を

予
定
し
て
お
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
継
続
的
な
運
用
を
想

定
す
る
。

　

将
来
計
画
と
し
て
、
道
の
駅
と

ぎ
海
街
道
周
辺
の
事
業
を
持
続
可

能
な
観
光
地
域
づ
く
り
の
柱
と

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
考
え
を
問
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
・
脱
炭
素
の

両
立
を
目
指
す
べ
き

町
長

　

多
目
的
広
場
の
整
備
、「
復

旧
か
ら
復
興
へ
」
を
実
感
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

南
　

山
森
副
町
長
の
着
任
に
際
し

て
の
抱
負
を
問
う
。

副
町
長

　

現
状
・
課
題
を
し
っ
か
り
見

据
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
、
安
心
・
安
全
の
確

保
、
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
振

興
に
努
め
る
。

　

現
場
の
声
を
大
切
に
し
、
情

報
共
有
と
迅
速
な
課
題
対
応
を

心
が
け
、
町
民
協
働
に
よ
る
未

来
志
向
の
町
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
す
。

南
　

秋
田
県
と
千
葉
県
沖
の
洋
上
風

力
発
電
事
業
が
コ
ス
ト
増
で
撤
退

す
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。　

　

政
府
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ

イ
ク
ル
義
務
化
を
断
念
す
る
な
ど

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
限
界
を

感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
原
子
力

発
電
の
位
置
づ
け
が
注
目
さ
れ
る

が
、
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
考

え
を
問
う
。

町
長

　

次
世
代
革
新
炉
の
研
究
・
開
発

が
進
む
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
持
続
可
能
性
を
強
化
し
、

原
子
力
発
電
を
安
全
か
つ
現
実

的
に
活
用
す
る
こ
と
や
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
と
脱
炭
素
の
両
立

を
目
指
し
、
技
術
開
発
、
社
会
的

合
意
形
成
、
政
策
の
一
貫
性
が
不

可
欠
で
あ
る
。　

　

志
賀
原
子
力
発
電
所
２
号
機
は

現
在
新
規
制
基
準
の
審
査
を
受
け

て
お
り
、そ
の
動
向
を
注
視
す
る
。

動画はコチラから

多目的広場を含む再整備の将来は
観光・体験・交流ゾーンとして　
再整備する 商工観光課長

整備が待たれる多目的広場
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小
こばやし

林 克
かつよし

嘉　議員

町
長

　

学
校
の
部
活
動
以
外
で
全
国

大
会
に
出
場
す
る
場
合
に
は
「
ス

ポ
ー
ツ
全
国
大
会
等
出
場
助
成

金
」「
社
会
教
育
全
国
大
会
等
出

場
助
成
金
」
を
交
付
し
て
い
る
。　

　

本
年
４
月
か
ら
は
国
際
大
会
の

出
場
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
制

度
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
学
校
関
係
者
や
各
協
会

と
連
携
し
、
他
の
自
治
体
の
事
例

な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
制
度

の
充
実
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

小
林

　

全
国
大
会
に
出
場
す
る
場
合
、

多
大
な
経
費
が
発
生
し
て
お
り
、

現
行
の
補
助
額
で
は
十
分
と
は
言

え
な
い
。

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
年
代
は

家
庭
の
負
担
が
大
き
く
、
才
能
あ

る
子
ど
も
達
の
挑
戦
を
支
援
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
た
ち
の
挑
戦
を
支
援
せ
よ

制
度
の
充
実
を
検
討
す
る　

  町
長

小
林

　

住
民
か
ら
「
次
回
の
災
害
時

の
避
難
所
は
ど
こ
か
」「
避
難

所
の
設
備
は
改
善
さ
れ
る
の

か
」
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

町
は
復
旧
を
優
先
し
つ
つ
、

能
登
半
島
地
震
の
経
験
を
活
か

し
、
避
難
や
防
災
対
策
の
見
直

し
や
改
善
計
画
を
示
す
必
要
が

あ
る
が
、
優
先
す
べ
き
改
善
点

や
将
来
的
な
対
策
の
方
向
性
を

示
す
考
え
は
あ
る
の
か
。　

環
境
安
全
課
長

　

今
回
の
地
震
に
関
す
る
課
題

と
し
て
、
情
報
伝
達
の
重
要
性

や
高
齢
者
へ
の
防
災
対
策
、
避

難
所
環
境
の
改
善
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

進
め
、
住
民
の
自
助
・
共
助
を

促
進
し
、
避
難
所
の
整
備
や
ト

イ
レ
環
境
の
向
上
に
取
り
組
む

方
針
で
あ
る
。

再度の災害に備えた避難や防災対策を
住民の自助・共助を促進 環境安全課長

　

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
能
を
頑
張

る
若
者
を
応
援
し
、
災
害
経

験
か
ら
出
る
皆
様
の
不
安
の

声
を
届
け
ま
し
た
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

子ども達の活躍が地域の誇りや活性化に繋がる

動画はコチラから

ぎかいのひろば №80
令和７年10月24日発行11



一般質問

林
　

元
気
な
挨
拶
は
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
源
泉
で
あ
る
と

思
う
。

　

町
民
相
互
の
元
気
な
挨
拶
を

奨
励
し
能
登
半
島
地
震
か
ら
の

復
興
に
弾
み
を
付
け
よ
。

町
長

　

町
民
が
日
々
気
持
ち
よ
く
挨

拶
を
交
わ
し
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
こ
と
は
、
防
犯
・

防
災
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
大
変
有
意

義
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
挨
拶
は
町
民
一
人
ひ

と
り
の
自
主
的
な
行
為
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
義
務
付
け
や
強
制

す
る
も
の
で
は
な
く
、
望
ま
し

い
習
慣
と
し
て
広
く
啓
発
し
、

定
着
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
適

切
で
あ
る
。

　

町
広
報
や
地
域
行
事
、学
校・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
自
治
会
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
挨
拶
の
持
つ
意
義
や

効
果
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
、

町
民
が
自
然
に
取
り
組
め
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
や
気
運
の
醸

成
を
支
援
す
る
。

林
はやし

 　一
かず お

夫　議員

挨拶運動で地域の活力向上を
望ましい習慣として啓発する 町長

「
い
ど
ば
た
ト
ー
ク
」
の
成
果
を
聞
く

活
発
な
議
論
、
意
義
深
い
機
会

町
長

　

社
会
の
成
熟
化
が
進
み
、

他
者
依
存
が
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

団
塊
世
代
の
皆
さ
ん
、

健
康
に
て
も
う
ひ
と
頑
張

り
し
ま
し
ょ
う
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

林
　

石
川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
広
域
処
理

組
合
施
設
の
解
体
処
理
、
組
合

解
散
後
の
処
理
を
聞
く
。

環
境
安
全
課
長

　

予
め
解
体
を
想
定
し
積
み
立

て
た
基
金
以
外
の
不
足
財
源
に

つ
い
て
、
組
合
内
で
議
論
さ
れ

て
お
り
、
組
合
の
決
定
を
注
視

す
る
。

林
　

本
年
夏
の
「
町
長
と
い
ど
ば

た
ト
ー
ク
」の
成
果
と
反
省
点
、

今
後
の
予
定
等
を
問
う
。

町
長

　

全
16
地
区
を
対
象
に
特
定
の

テ
ー
マ
を
設
け
ず
、
自
由
な
意

見
交
換
を
行
う
形
式
で
開
催

し
、
１
７
０
人
が
参
加
し
た
。

　

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、

住
民
の
視
点
で
行
政
を
見
直
す

機
会
と
な
り
、
意
義
深
い
機
会

で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
周
知
不
足
や
対
象
者

へ
の
配
慮
が
課
題
と
さ
れ
、
今

後
は
女
性
や
若
年
層
に
限
定
し

た
会
議
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
意
見
募
集
な
ど
、
町
民

と
の
対
話
の
あ
り
方
を
柔
軟
に

工
夫
し
て
い
く
。

動画はコチラから

小中学校で行われているあいさつ運動
元気な声と笑顔が広がる　

1212ぎかいのひろば №80
令和７年10月24日発行
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中
なかたに

谷 松
まつすけ

助　議員

中
谷

　

６
月
末
で
地
震
被
災
者
の
医

療
費
免
除
特
例
措
置
が
打
ち
切

り
と
な
っ
た
。

　

町
は
他
被
災
自
治
体
と
連
携

し
て
、
国
・
県
に
必
要
な
財
政

支
援
を
求
め
、
特
例
措
置
を
復

活
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　

住
民
課
長

　

町
で
は
、
医
療
費
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
、
被
災
区
分
に

よ
っ
て
支
援
に
不
均
衡
が
生
じ

て
い
る
こ
と
、
県
内
の
被
災
自

治
体
が
免
除
措
置
を
延
長
し
な

い
方
針
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

免
除
期
間
を
６
月
末
ま
で
と
し

た
。

　

現
時
点
で
は
免
除
特
例
の
再

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

環
境
安
全
課
長

被災者医療介護費免除特例の
復活を求めよ
再実施は考えていない 住民課長

中
谷

　

保
育
園
主
食
ご
飯
の
持
参
解

消
を
。　

子
育
て
支
援
課
長

　

現
状
の
ま
ま
で
は
導
入
は
困

難
な
状
況
だ
が
、
完
全
給
食
の

実
施
や
費
用
負
担
の
在
り
方
を

検
討
す
る
。

中
谷

　

西
山
Ｐ
内
特
急
バ
ス
停
留
所

の
整
備
を
求
め
よ
。　

企
画
財
政
課
長

　

ゴ
ミ
の
放
置
等
に
よ
り
清
掃

に
苦
慮
し
て
い
る
事
情
か
ら
、

現
時
点
で
上
り
線
で
の
ベ
ン
チ

の
設
置
は
難
し
い
。

中
谷

　

気
候
変
動
対
策
に
も
な
る
志

賀
原
発
廃
炉
を
求
め
よ
。　

環
境
安
全
課
長

　

原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規

制
基
準
の
適
合
性
に
か
か
る
審

査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
動
向
を

見
守
る
。

中
谷

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
料
金
値
上
げ
の
中
止
を
。　

健
康
福
祉
課
長

　

自
己
負
担
額
を
接
種
費
用
の

２
割
相
当
の
３
千
円
に
抑
え
、

接
種
率
向
上
を
図
る
。

　

国
や
県
の
壁
を
改
め
て

感
じ
ま
す
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

準
半
壊
住
宅

　

自
費
解
体
に
補
助
を

住
ま
い
の
再
建
に
助
成
す
る

環
境
安
全
課
長

準
半
壊
や
一
部
損
壊
は
居
住

可
能
と
の
認
識
か
ら
、
公
費
に

よ
る
解
体
撤
去
は
で
き
な
い
。

　

独
自
の
支
援
と
し
て
、
住
ま

い
再
建
支
援
金
支
給
事
業
を
創

設
し
、
町
内
で
の
住
ま
い
の
再

建
に
対
し
、
助
成
す
る
。

中
谷

　

準
半
壊
認
定
さ
れ
た
住
宅
が

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
解
体
を
せ

ま
ら
れ
る
世
帯
に
対
し
、
自
費

解
体
す
る
こ
と
に
補
助
が
で
き

な
い
か
。

動画はコチラから

中
谷

　

学
校
プ
ー
ル
に
日
よ
け
屋
根

の
設
置
を
。　

教
育
長

　

屋
根
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。 そ

の
他
の
質
問

保険税収入の減と支援の不均衡が課題

ぎかいのひろば №80
令和７年10月24日発行13



一般質問

堂
下

　

原
発
避
難
の
要
は
少
し
で
も

遠
く
へ
避
難
す
る
こ
と
に
あ

る
。
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
へ

の
避
難
は
で
き
な
い
現
実
が
あ

り
得
る
と
い
う
認
識
は
持
っ
て

い
る
の
か
。

　

今
回
の
地
震
被
害
で
放
射
線

防
護
施
設
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
が
、
そ
の
修
復
を
聞
く
。

環
境
安
全
課
長

　

現
在
、
県
で
は
原
子
力
防
災

に
係
る
避
難
計
画
の
要
綱
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
町
は
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
震
源
地
を

想
定
し
た
避
難
計
画
を
作
成
す

る
よ
う
意
見
す
る
。

　

町
内
に
あ
る
放
射
線
防
護
施

設
は
、
修
繕
・
改
修
に
よ
り
利

用
を
継
続
す
る
。

　

被
災
し
た
こ
と
に
伴
う
教
訓

を
次
の
災
害
時
に
最
大
限
生
か

す
た
め
に
も
現
在
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
検
証
し
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い

る
。

堂
どうした

下 健
けんいち

一　議員

避難場所の見直しが必要
被災の教訓を最大限生かす

環境安全課長

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
対
応
は

負
担
軽
減
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

確
保
を
図
る

町
参
事
兼
総
務
課
長

　

地
震
活
動
期
に
あ
る
現
在
、

自
然
災
害
（
地
震
）
と
原
発
事

故
の
複
合
災
害
対
応
は
可
能
な

の
か
。
避
難
で
き
る
の
か
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

そ
の
他
の
質
問

堂
下

　

本
町
の
「
地
震
検
証
報
告
」

を
聞
く
。

町
長

　

発
災
か
ら
概
ね
１
年
間
の
町

の
初
動
対
応
の
状
況
と
課
題
、

庁
内
体
制
や
関
係
機
関
と
の

連
携
状
況
、
被
災
者
支
援
や

避
難
所
運
営
の
実
態
、
さ
ら
に

は
、
今
後
の
災
害
対
応
力
向
上

に
資
す
る
教
訓
を
整
理
・
検
証

し
た
も
の
を
震
災
対
応
記
録
と

し
、
次
な
る
災
害
対
応
に
活
か

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
る
。

堂
下

　

長
期
化
す
る
地
震
対
応
で
、

職
員
へ
の
き
め
細
か
な
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
が
、
対
応
策
を
聞
く
。

町
参
事
兼
総
務
課
長

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

確
保
や
休
暇
取
得
の
取
り
や
す

い
環
境
改
善
な
ど
、
復
旧
・
復

興
の
フ
ェ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
対

応
に
て
、
職
員
の
負
担
軽
減
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
確
保
を
図

る
。

　

今
後
も
数
年
間
は
、
通
常
業

務
に
加
え
て
、
復
旧
・
復
興
業

務
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
部
下

が
同
僚
や
上
司
に
相
談
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
啓
発
す
る
と

と
も
に
、
管
理
職
が
課
の
職
員

に
日
頃
か
ら
目
配
り
し
、
ス
ト

レ
ス
の
な
い
風
通
し
の
良
い
環

境
の
醸
成
に
努
め
る
。

動画はコチラから
損傷した稗造防災センターの浄化槽

1414ぎかいのひろば №80
令和７年10月24日発行
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梢
こずえ

　　正
まさ み

美　議員

梢
　

震
災
関
連
を
含
む
各
種
支
援

制
度
に
は
、「
複
雑
で
対
象
が

わ
か
ら
な
い
」「
な
ぜ
該
当
し

な
い
の
か
理
解
で
き
な
い
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

窓
口
で
の
説
明
が
十
分
に
伝

わ
ら
ず
、
同
じ
問
い
合
わ
せ
が

繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
職
員
の

負
担
増
や
業
務
の
圧
迫
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

住
民
が
制
度
を
正
し
く
理
解

し
、
安
心
し
て
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
な
、
広
報
や
窓
口
対

応
の「
わ
か
り
や
す
さ
」と「
丁

寧
さ
」
を
求
め
る
。　

総
務
課
長

　

職
員
が
支
援
制
度
を
横
断
的

に
理
解
し
、
情
報
を
迅
速
に
共

有
で
き
る
体
制
の
構
築
を
行
う
。

　

町
広
報
、
メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン

等
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化
や

階
層
が
深
く
わ
か
り
に
く
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
再
構
成
を
行

う
。

　

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
高
齢

者
等
に
対
し
て
は
、
必
要
に
よ

り
回
覧
板
や
通
知
等
の
紙
媒
体

で
の
情
報
提
供
な
ど
、
多
重
的

な
情
報
伝
達
に
取
り
組
む
。

町
長

「わかりやすさ」と「丁寧さ」を高めよ
状況に応じた
　丁寧な説明を行う　町参事兼総務課長　

復
興
に
向
け
た

交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出
を

町
の
活
力
維
持
と

復
興
の
成
果
に
繋
げ
る

梢
　

本
町
の
復
興
計
画
に
は
「
交

流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

復
興
の
観
点
か
ら
単
な
る
施

設
整
備
に
留
ま
ら
ず
、
町
民
の

満
足
度
や
幸
福
感
を
ど
う
測

り
、
復
興
へ
つ
な
げ
る
の
か
。

町
長

　

町
の
復
興
計
画
の
一
環
と
し

て
、
観
光
・
交
流
ゾ
ー
ン
の
魅

力
向
上
の
た
め
「
道
の
駅
と
ぎ

海
街
道
周
辺
の
再
整
備
」
を
重

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
付
け

て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
活
用
し
て
、

志
賀
町
フ
ァ
ン
の
声
を
把
握
し
、

今
後
の
施
策
に
反
映
す
る
。　

　

県
の
「
関
係
人
口
マ
ッ
チ
ン

グ
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
、
地
域

課
題
の
解
決
と
復
興
の
原
動
力

に
繋
げ
る
一
方
、
第
３
次
志
賀

町
総
合
計
画
や
第
３
期
志
賀
町

創
生
総
合
戦
略
に
反
映
し
、
町

の
活
力
維
持
と
復
興
の
成
果
に

繋
げ
る
。

　

復
興
は
人
の
つ
な
が
り
。

歩
み
を
見
え
る
形（
指
標
化
）

で
共
に
進
め
た
い
。

議
ひ
員

と
の

こ
と

動画はコチラから

正しく理解できる対応を

ぎかいのひろば №80
令和７年10月24日発行15



あなたあなたのの 声声

【70歳以上・男性】
　合併で志賀町の地域はたいへん広くなり、
不知の地も多くある。志賀・富来双方の町民
が相互理解を深めることが大切だと思う。そ
のためには、双方の沿革・歴史を学び合うこ
とが必要。資料・教材として、双方の「町史：
概要版」を作成すればどうか。

　また次世代を担う小・中学生用に「平
易な概要版」を作成すればいいと思う。

【20代・女性】
　20年前のことは分かりませんが、町外へ
出て行った若者が志賀町・富来に帰ってくる
のは祭りやイベントなので、そういう伝統的
な行事は、震災の影響・人口減少・費用関係
なく残してほしいです。
　普段は帰ってこなくても、祭りのために
帰ってくる若者は多いと思います。

　富来八朔祭礼は、何十年、何百
年後も残してほしいです。

【40代・女性】
　志賀町を支えてきた人が年を重ねて
いくことで、次の世代がその人
たちを支えていく。

【50代・女性】
人と人との交流を大切に。

【60代・男性】
　志賀町に住む人たちの生活様式、地
域の芸能伝統（祭り・太鼓・獅子舞）の
伝承・継続です。
　「四季折々」春・夏・秋・冬、能登半
島の自然環境や風土、文化に根ざした
表現があり季節の移り変わり、人々の
生活や行事・旬の食材を使った郷土料
理などの伝承を望みます。

　令和７年９月１日で、志賀町・富来町が合併して20年が経ちました。
　この20年を振り返り、『次の世代に伝えたいこと、志賀町が大切に
すべきこと』をお聞きしました。

【40代・女性】
旧志賀・旧富来と格差があるように
感じます。同じ志賀町となっているの
に学校の決まり事も志賀と富来で違い
があるので、“志賀町”という言葉に違
和感があります。
　次世代では差のない志賀町になって
くれていたらいいなと思います。

合併20周年合併20周年

聞かせてください！聞かせてください！
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読まれ伝わる“議会だより読まれ伝わる“議会だより””へへ

災害時の議員行動計画を策定災害時の議員行動計画を策定

議会広報特別委員会

議会全員協議会

議員活動報告

　令和７年７月30日、石川県地場産業振興センターに
て、議会広報サポーター　吉野政明氏による「議会広
報の基本と編集」を学びました。
　「広報クリニック」では、「ぎかいのひろば」（志賀町
議会広報）の良い点や改善課題を確認し、もう一段の
ステップアップをめざす提案がありました。
　今回指摘された事項を参考に、一層読みやすい
フォーマットへの進化を目指します。

　令和７年９月26日、災害時における事業継続計画（ＢＣ
Ｐ）策定にあたり、災害時の対応計画と整理方法について、
立命館大学教授　井ノ口宗成氏の解説をお聞きしました。
　解説後、具体的なＢＣＰの検討・策定に向けて少人数ワー
クショップを実施しました。
　活動事項の整理では令和６年能登半島地震での実際の対
応を振り返りながら、実態に即した形で次なる災害を想定
し、整理を行いました。

【60代・男性】
　人情に厚く自己を犠牲にして近隣との付
き合いを大切にしている心豊かな町民性を
大切にしていきたいです。

【60代・男性】
　この町の将来を担う子ども達が希望と愛
着が持てる町にするための、子育てしやす
い環境、これまで町を支えてきてくれた高

齢者を労わるバランスのとれた
町にしてください。

【70代・男性】
　合併後、20年が経過し、富来地域にお
いて急激な高齢化が進んでいます。
　地域のコミュニティが守れる町、若者が
定住・交流できる町を望む。

【60代・男性】
　今でこそ寂しくなってしまいましたが、
祭り・獅子舞・太鼓などが各地区で盛大に
行われていた、活気ある姿を伝えていきた
いです。

聞かせてください！
声声あなたあなたのの

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ぎかいのひろば №80
令和７年10月24日発行17



お

しました

お

聞
きしました 志賀町

と
志賀町の

こ

と
のの

ししかまち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

志賀町に移住された志賀町に移住された

江﨑 青江﨑 青
にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

出身はどちらですか。
志賀町に移住した理由はなんですか

　こちらに来て、もうすぐ４年になります。
　輪島市出身で、10年ほど関西にいました。
　能登に戻りたいと思っていろいろ探していたとこ
ろ、ご縁があって現在作業をしている倉庫を借りる
ことができたっていうのが、富来に来た理由です。
　海沿いがすごくきれいで、釣りが好きなので、海
沿いに住むことも目的のひとつでした。

現在、どんなお仕事をされていますか。

　元々、建築の仕事をしていたので、解体される家
から古い木材を回収し、再利用して、内装材に使っ
たり、インテリアを作ったりしています。

今後、志賀町でやってみたいことはありますか。

　古材や古民家の再生ということをやっていこうとは
していますが、町が抱えている課題を知って、そうい
うものにも自分が助力できるかなと思い始めました。
　海が好きなので、海洋ごみを見ると残念な気持ち
になります。
　その点では、富来商工会青年部が主催している「海
のほとり市」はすごくいいイベントだと思っています。

町や議会に望むことはありますか。

　地元に元々いる若い人たち、商工会青年部など人
数が少ないので、その活動を助けてほしいと思いま
す。

※海のほとり市

　増穂浦海岸で開催される海洋ゴミ拾い
が入場条件の音楽祭×クラフト市です。
　今年は10月12日（日）に開催されました。

富来高田富来高田 さんさん
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12/２
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

12/9
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

12/16
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

12月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。発
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議会へのご質問、「ぎかいのひろば」につ
いてのご感想・ご意見などありましたら、
ホームページの入力
フォームをご利用下
さい。　

編集後記編集後記
　先日、「志賀商工祭」と「海のほとり市」が開催
されました。多くの方々が来場され、賑やかなひと
ときを共有しました。
　皆様の笑顔が地域の活力となり、地震からの復興
へ向けた大きな希望につながると感じています。引
き続き、地域のさらなる発展に向けて共に歩んでい
きましょう。　

。　

※本会議はケーブルテレビでも視聴できます。（生放送・録画放送）

（冨澤 軒康）
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